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アブストラクト

時間周期的に動く領域における周期的な bounce trajectory (ビリヤード解) の存在問題に対

する変分法を用いたアプローチについてお話したい. Bahri-Berestycki (1981), Struwe (1980)

らにより開発されたいわゆる “perturbation from symmetry” と呼ばれる方法を用いる.

perturbation from symmetry では有界領域 Ω ⊂ RN における非線形楕円形方程式

−∆u = |u|p−1u + f(x) in Ω, u = 0 on ∂Ω (∗)

の解の存在問題が扱われ, 任意に与えられた f(x) ∈ L2(Ω) に対して (∗) の解集合はH1
0 (Ω)

において非有界集合となることが示されている. ここでは perturbation from symmetryのレ

ヴューからはじめ, bounce trajectoryの存在問題にどのように perturbation from symmetry

を適用するか等について述べたい.
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